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★多様性を大切に 

★１歩を踏み出し 

動き続ける心 

202５. ２. ３. （月） 

北海道上川高等学校 

学年主任：益井 康臣 

第２５号 

２月 予定表 

１日（土）道看護模試 

３日（月）３年生家庭学習期間 

        （〜２７日（木）） 

４日（火）連携型・推薦入試業務 

（午前授業 給食なし） 

 ５日（水）ミライクリエーション 5h 

 ６日（木）１・２学年合同 

卒業認定会議 

 ７日（金）入試会場設営 4h 

         （給食あり） 

 ８日（土）数学検定 

１０日（月）連携型・推薦入試 

（生徒はお休み） 

１１日（火）建国記念の日 

１２日（水）職員会議 

１３日（木）考査対策指導① 

１４日（金）考査対策指導② 

      スクールカウンセラー来校 

１８日（火）〜２０日（木） 

２１日（金）校内研修日(午前授業) 

２３日（日）天皇誕生日 

２４日（月）振替休日 

２５日（火）追考査① 

２６日（水）追考査② 

２８日（金）卒業式予行 

         同窓会入会式 

３月 予定表 

 “２” 

２月といえば「節分」。ご家庭で豆まきはされましたか？ 

「節分」とは、立春・立夏・立秋・立冬の各季節の始ま

りの日の前日を指します。ということは、各季節に節分が

存在し、江戸時代以降は立春の前日を指すようになりまし

た。季節の変わり目には邪気（鬼）が生じると信じられて

いたため、それを追い払うための行事として親しまれてき

ました。日本ならではの「四季」の行事を家庭や友人同士

で楽しむのも日常生活に彩りを与えてくれます。 

北海道は寒い冬が続きますが、暦としては春本番が近づ

いています。私はこの「春」を季節の変わり目の中でとて

も大事な季節だと考えています。 

３年生は３年間の学校生活を終えるとともに、それぞれ

の道に進み始めます。また、４月になれば上川高校に新入

生を迎え、みなさんは最上級学年として集大成の１年にな

ります。大きな季節の変わり目だからこそ、「終わり方」

「つなぎ方」「始め方」を意識してみましょう。 

２年生最後の２ヶ月で悔いを残さないようしっかりと

締めくくり、先輩方から受け継いだものを胸に３年目へつ

なげることを意識し、高校生生活最後の１年で大きく花開

かせるために勢いよくスタートを切って欲しいと思いま

す。 



 

１月２２日（水）５校時「総合」で１・２学年合同の授業を行い、 

上川町商工会の経営指導員でもある三枝敏九様を迎え、講話をいただきま 

した。上川町の観光開発を目的として続けてきた授業、通称「ミライクリ 

エーション」も、いよいよ上川町の大人と協力しアイディアを形にしてい 

く局面に入りました。今回はこれまで上川町で多くの商品開発をサポート 

してきた三枝様から、商工会の仕組みや 

手掛けてきた商品について詳細をお聞き 

しました。２年生で商品開発を進めてい 

く班も多く、今後三枝様のお力を貸して 

いただきながら少しずつ形にしていきた 

いと思います。 

１月２８日（火）３・４校時「家庭科」で調理実習が行われました。昨年の１２月からスタートした全

３回の調理実習は最終回を迎え、１回目は「和食」、２回目は「洋食」、今回の３回目は「中華」とテー

マを分けて実施してきました。班の仲間と料理を作り上げることは単な調理だけではなく、下準備などの

計画性や、コミュニケーションなどの協調性も試されます。仲間と作った料理は 

格別だったことでしょう。お腹がいっぱいになったあとの５・６校時の授業では 

よく頑張っていました。 

１月３１日（金）５・６校時「英語」で、“放送通訳者”として活躍している柴原智幸様をお迎えし、 

英語の特別授業を行いました。柴原様は、アメリカの BBC（英国放送協会）の日本語部で放送通訳者として

活躍、帰国後は NHK の放送通訳や吹替用映像の翻訳を行い、大学の非常勤講師や通訳養成学校での指導を

行うなど、英語教育の場にも活動を広げています。授業では「英語の３つの土台（発声・語彙・文法）」を

中心に学び、生徒たちが自信を持って活き活きと英語を話す姿が印象的でした。柴原様からは英語の学習

だけでなく、高校生として学ぶ姿勢を持つことやコミュニケーションの大切さなども学びとても濃厚な２

時間を過ごすことができました。この授業で学んだこと感じたことを今後の学校生活に活かしましょう。 


